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日本放送協会 理事会議事録 

               （平成２８年１０月１１日開催分） 

  

平成２８年１０月２８日（金）公表 

 

＜会 議 の 名 称＞ 

理 事 会 

 

＜会  議  日  時＞ 

 平成２８年１０月１１日（火） 午前９時００分～９時０５分 

 

＜出   席   者＞ 

籾井会長、堂元副会長、木田専務理事、森永専務理事・技師長、 

今井専務理事、坂本理事、安齋理事、松原理事、 

荒木理事、黄木理事、大橋理事 

上田監査委員 

 

＜場         所＞ 

放送センター 役員会議室 

 

＜議        事＞ 

 籾井会長が開会を宣言し、議事に入った。 

 

付議事項 

 

１ 審議事項 

（１）超高精細度テレビジョン（４Ｋ・８Ｋ）実用放送の業務認定申請

について 

（２）国際放送番組審議会委員の委嘱について 

 

議事経過 
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１ 審議事項 

（１）超高精細度テレビジョン（４Ｋ・８Ｋ）実用放送の業務認定申請

について 

（メディア企画室） 

超高精細度テレビジョン（４Ｋ・８Ｋ）実用放送の業務認定申請につ

いて、審議をお願いします。 

総務省は、平成３０（２０１８）年に開始が予定されている超高精細

度テレビジョン（４Ｋ・８Ｋ）実用放送の開始に向けて、所要の制度整

備を終え、９月１５日から１０月１７日までの期間、放送事業者の認定

申請の受け付けを行っています。 

ＮＨＫとしては、今年４月に施行された「基幹放送普及計画」を踏ま

え、衛星基幹放送であるＢＳ右旋の４Ｋ放送、およびＢＳ左旋の８Ｋ放

送の２チャンネルの認定申請を行いたいと思います。 

申請の概要についてです。 

「基幹放送の種類」は、超高精細度テレビジョン放送となります。 

「希望する周波数」は、右旋の４ＫではＢＳ１７チャンネル、左旋の

８ＫではＢＳ８チャンネルとします。 

「業務開始の予定期日」は、平成３０年１２月１日とします。 

「放送事項」は、右旋の４Ｋ放送、左旋の８Ｋ放送とも、報道、教育、

教養、娯楽の番組を放送したいと考えています。 

本件が了承されれば、本日開催の第１２６９回経営委員会に諮り、議

決が得られれば速やかに総務省に申請を行います。 

 

（会 長）  ご意見等がありませんので、原案どおり了承し、本日の

経営委員会に諮ります。 

 

（２）国際放送番組審議会委員の委嘱について 

（荒木理事） 

国際放送番組審議会委員の委嘱について、審議をお願いします。 

岡本行夫氏（外交評論家、株式会社岡本アソシエイツ代表取締役）と、

別所哲也氏（俳優、ショートショートフィルムフェスティバル＆アジア

代表）に、平成２８年１１月１日付で再委嘱したいと思います。 

本件が了承されれば、本日開催の第１２６９回経営委員会に諮ります。 
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（会 長）  ご意見等がありませんので、原案どおり了承し、本日の

経営委員会に諮ります。 

 

 

 

以上で付議事項を終了した。 

 

 

上記のとおり確認した。 

 

 

      平成２８年１０月２５日 

会 長  籾 井 勝 人 


